
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和７年１２月２８日 ０７時００分頃 

発生場所 高知県室戸
む ろ と

市椎名漁港南南西方沖 

 椎名港東防波堤灯台から真方位２０１°１,３００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°１９.０′ 東経１３４°１１.６′） 

事故の概要 漁船博光
ひろみつ

丸は、漂泊中、転覆した。 

事故調査の経過 令和８年１月７日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 博光丸、０.１トン 

 ＫＯ３－１５１８３（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 船体中央部外板に割損、船縁に破損及び船外機カバーの脱落 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：うねり 波高約１.５～２.０ｍ 波向東、潮汐 上げ潮の初期 

本事故当時、気象及び海象に関する注意報及び警報は発表されてい

なかった。 

 事故の経過 (1) 事故の発生状況 

   本船は、船長（固型式救命胴衣着用）が１人で乗り組み、前日

に設置した刺し網を揚げて漁獲物（いせえび）を回収する目的で

椎名漁港を出航し、船尾甲板に腰を掛けて船外機を操作しながら

同漁港南南西方沖の刺し網設置場所に向かった。 

   船長は、本船を南南西進させながら、刺し網設置場所付近から

東方沖にかけての海域を確認したところ、東方からのうねりが

あったが、波高が約０.５ｍであったので、操業に支障はないと

思った。 

   船長は、刺し網の設置場所に到着し、陸岸東方沖５０ｍ付近に

南北方向に設置していた刺し網の南側の浮きから刺し網を回収す

ることとし、本船の船首方向を東方に変え、同浮き付近に接近さ

せた。 

  （図１ 参照） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   船長は、このとき、操船及び刺し網に意識を集中していたの

で、刺し網東方沖の波の状況を確認していなかった。 

   船長は、本船が南側の浮き付近に接近したので、船外機を停止

して本船を漂泊させ、前部甲板左舷側に置いた籠
かご

に左舷方を向い

て腰を掛けた。 

   船長は、浮きを回収する前にふと周囲を見たところ、船首方

（東方）至近から本船の船首部の船縁を大きく越える波高約１.５

～２.０ｍの波が近づいてくるのを認めたが、何もできないまま、

本船は、波によって船首部が大きく持ち上げられ、船底を上方に

図１ 事故発生場所概略図 



して転覆し、その後付近の岩場に漂着した。 

   船長は、本船転覆時に海上に投げ出された後、付近の岩場に自

力で上がり、徒歩で帰宅した。船長は、本船が転覆する際、頭部

に船体が当たって負傷していたので、病院を受診したところ、頭

部挫創と診断されて治療を受けた。 

   僚船の船長は、ふだん帰港する時間となっても本船が帰港して

いなかったので、自船で事故発生場所付近に向かったところ、本

船が岩場に打ち上げられていたので、１１８番通報した。 

   本船は、後日、僚船によって岩場から海上に引き出された後、

椎名漁港にえい
．．

航されて陸揚げされた。 

(2) 本船に関する情報 

   喫水は、船首約０.３ｍ、船尾約０.５ｍであった。 

   水面から船縁までの高さは、船首約０.４ｍ、中央約０.３ｍ、

船尾約０.５ｍであった。 

   本事故当時、船首部物入れにガソリン約５Ｌが入ったポリタン

クが、船尾部物入れにはガソリン２０Ｌが入った燃料タンクが置

かれ、前部甲板に船長（体重約７０kg）が腰を掛けており、左右

のバランス及びトリムはふだんと変わらない状態であった。 

   転覆前に波をかぶるなどしておらず、甲板上に海水は滞留して

いなかった。 

  （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 船長に関する情報 

   船長は、事故発生場所付近での刺し網漁の操業経験が約２５年

あり、これまで陸岸付近で波が高くなるのを見たことはあった

が、本船が転覆するような波を受けた経験はなかった。 

(4) 事故発生場所付近の情報 

   陸岸沿いに岩が点在して水深が浅くなっており、刺し網設置場

所付近の水深は約２ｍであった。 

   僚船の船長は、次のとおり述べた。 

   ・刺し網漁は、陸岸付近では漁獲量が多くなる一方、岩があっ

て水深が浅く、波が立ちやすい。 

写真１ 本事故後の本船 



   ・刺し網の設置場所は、風向が西寄りの際には陸岸付近にする

が、風向が東寄りの際には、安全のため陸岸から少し距離

（約１００ｍ）を離している。 

(5) 浅水域における波の変化 

   文献*1によれば、次のとおりである。 

沖合では砕波していない波が、海岸の浅海域に進んでくる場

合、水深と海底勾配に関係して生ずる浅水変形等の効果によって

波高が増大し、波長も短くなり、波形勾配が急峻
しゅん

になって砕波す

ることがあり、磯
いそ

波と呼ばれている。 

分析 (1) 船長は、本船の船首方向を東方に変え、浮き付近に接近しよう

と操船及び刺し網に意識を集中していたことから、刺し網東方沖

の波の状況を確認していなかったものと考えられる。 

(2) 本船が椎名漁港から刺し網設置場所に向かう際、刺し網設置場

所の東方沖に波高約０.５ｍの東方からのうねりが発生していたこ

と、及び刺し網設置場所付近の水深が浅かったことから、うねり

は、陸岸付近の浅水域に到達し、浅水変形等によって波高約１.５～

２.０ｍの波に変化した可能性があると考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、椎名漁港南南西方沖で漂泊中、陸岸

付近に設置した刺し網の浮きを回収する際、船長が東方から波高

約１.５～２.０ｍの波が近づいてくることに気付くのが遅れ、波

によって船首部が大きく持ち上げられ、転覆したものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が椎名漁港南南西方沖で漂泊中、陸岸付近に設置し

た刺し網の浮きを回収する際、船長が、操船及び刺し網に意識を集中

し、刺し網東方沖の波の状況を確認していなかったため、東方からの

波高約１.５～２.０ｍの波の接近に気付くのが遅れ、船首部が大きく

持ち上げられた本船が転覆したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・沿岸海域で操業する小型漁船の船長は、磯波等の予期せぬ高波が

発生する可能性があることに留意し、海面の状況を常時確認して

おき、高波が来た際には、移動したり船首方向を変えたりするこ

と。また、磯波の影響を受けないよう、風向及び風速に応じて陸

岸から距離を取り、安全な場所で操業すること。 

・船長は、船舶事故が発生した場合、速やかに海上保安庁に通報す

ること。 

 

 
*1 「波浪学のＡＢＣ」（磯﨑一郎著、平成１８年株式会社成山堂書店発行） 


